
東京電力ホールディングス（株）福島第一原子力発電所

２０１９年度　パフォーマンス向上会議情報（２０１９年１２月１２日（木）分）

◆不適合とは、本来あるべき状態とは異なる状態、もしくは本来行うべき行為（判断）とは異なる行為（判断）を言います。

法律等で報告が義務づけられているトラブルから、発電所の通常の点検で見つかる計器や照明の故障など、広い範囲の

不具合が対象になります。

２０１９年１２月１２日のパフォーマンス向上会議で審議された不適合は、下記のとおりです。

番号 グレード 発見日

1 ＧⅢ 12月7日

不適合内容

【個人所有の通信機器使用による社内データの共有について】
当社の担当者（送信者）は作成した図面の確認を受けるため、個人が所有する通信機器を使用して、作成した図面を
撮影し、既に帰宅した同グループの担当者（受信者）へ画像データを送信した。
画像データを受信した担当者（受信者）は社内データという認識はあったものの、早急に確認しなければいけない内容
であったことから、画像データを確認した上で個人が所有する通信機器で担当者（送信者）へ確認結果を送信した。
担当者（送信者）は所属グループマネージャーに、作成した図面の確認を受けた際、担当者（受信者）の確認を受けた
かと聞かれ、担当者（受信者）との画像データのやり取りを報告。
所属グループマネージャーは担当者の行為が社内ルールに違反していると判断した。
なお、受信者及び送信者が所有している通信機器に保存されている本件に関する画像データについては全て削除し
た。
また、第三者への転送はないことを確認済み。


